
 

令
和
７
年
７
月

25
日
発
行 

 

６
月
１
日
（
日
）
、
ラ
・
ボ
ア
・
ラ
ク

テ
川
越
で
、
「
第

30
回
川
越
法
友
会

総
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

ご
来
賓

１３
名
を
含
め
、
総
勢

３６

名
で
、
賑
（
に
ぎ
）
や
か
に
、
そ
し
て

和
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

総
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
令

和
６
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
令

和
７
・
８
年
度
役
員
、
令
和
７
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
で
、
全
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

第

30
回
記
念
総
会
と
い
う
こ
と
で

法
政
大
学
Ｏ
Ｂ
の
上
田
参
議
院
議

員
、
廣
瀬
法
政
大
学
前
総
長
、
田

中
法
政
大
学
校
友
会
副
会
長
、
高

田
埼
玉
県
校
友
会
会
長
、
山
口
さ

い
た
ま
市
法
友
会
会
長
、
所
沢
島

田
理
事
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
に
引
き
続
き
五
大
学
か
ら

は
、
立
教
大
学
川
越
立
教
会
の
門

脇
会
長
、
早
稲
田
大
学
川
越
稲
門

会
の
水
村
会
長
・
山
田
副
会
長
、
慶

應
大
学
川
越
三
田
会
の
府
瀬
川
副

会
長
・
辻
副
会
長
・
齊
藤
代
表
幹

事
を
お
迎
え
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 

懇
親
会
は
、
高
田
埼
玉
県
校
友

会
会
長
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し

た
。
恒
例
と
な
っ
て
い
る
参
加
者
全
員

の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
近
況
報
告
が
あ
り
、

和
や
か
に
進
み
ま
し
た
。 

 

締
め
の
校
歌
斉
唱
は
、
元
応
援
団

長
で
も
あ
る
田
中
法
政
大
学
校
友

会
副
会
長
の
指
揮
で
肩
を
組
み
、
気

分
は
学
生
時
代
。
元
気
よ
く
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

廣瀬前総長  

 

 

第３０回総会賑やかに開催 



 令
和
７
年
度
の
取
り
組
み 

 
 

 
就
任
ご
挨
拶 

藤
田
川
越
法
友
会
会
長 

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
度
（
第

30

回
）
総
会
に
お
い
て
、
前
期
に
引
き

続
き
川
越
法
友
会
会
長
の
重
職
を

担
う
こ
と
に
な
っ
た
藤
田
明
義
で
す
。 

今
年
度
は
当
会
発
足

30
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。 

関
係
す
る
多
く
の
方
々
と
こ
の
30

周
年
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
、
思
い

出
に
残
る
式
典
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
現
役
の
学
生
達
が
私
た
ち
を
見

た
と
き
、
法
政
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
も
ら
え
る
組
織
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

様
方
に
は
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
体
制
・
川
越
法
友
会
役
員 

会
長 

 
 

藤
田
明
義 

副
会
長 

倉
島
美
恵
子 

 

中
野
敏
浩 

総
務 

 

柿
森
良
一
（
新
）
広
報 

幹
事
長 

金
田
友
記
（
新
） 

会
計 

 
 

水
村
健
司 

幹
事 

 
 

岩
田
信
行 

 

山
田
哲
典 

五
月
女
昌
之 

遠
藤
孝
夫 

 
 

秋
間
正
彦 

 

南
井
孝
樹
（
新
） 

相
原
良
将
（
新
）
五
大
学 

渉
外 

栗
原
大
（
新
）
校
友
会
渉
外 

監
事 

小
高
勇 

 

吉
川
泰
夫 

顧
問 

吉
崎
秀
夫 

 

金
子
正
之 

江
口
實 

 

 
主
要
事
業 

令
和
７
年
度
川
越
法
友
会
主
要
事

業
に
つ
い
て
、
４
つ
の
柱
に
分
け
て
説

明
し
ま
す
。 

30
周
年
記
念
大
会 

 

平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）
１２
月

７
日
、
吉
寅
で
誕
生
し
た
川
越
法

友
会
は
、
今
年
、
創
立

30
周
年
を

迎
え
ま
す
。 

会
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
法
政
大

学
各
校
友
会
や
川
越
市
内
の
五
大

学
関
係
者
の
皆
様
方
な
ど
と
一
緒
に

お
祝
い
し
た
い
と
考
え
、
記
念
式
典

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
現

在
、
企
画
中
で
す
が
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
お
声
掛
け
し
た
埼
玉
県

内
の
法
政
大
学
の
各
校
友
会
・
川
越

市
内
の
五
大
学
の
関
係
者
に
加
え

て
、
法
政
大
学
並
び
に
一
般
社
団

法
人
法
政
大
学
校
友
会
の
方
々
を

お
迎
え
し
、
盛
大
に
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

１ 

日
時 

 

令
和
８
年
２
月

14
日
（
土
） 

15
時
か
ら 

２ 

会
場 

川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

五
大
学
連
携
会
員
拡
大
事
業
推
進 

 

会
員
増
強
は
、
か
ね
て
か
ら
五
大

学
（
法
政
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶

應
義
塾
大
学
、
明
治
大
学
、
立
教

大
学
）
校
友
会
の
共
通
の
悩
み
で
あ

り
ま
す
。
五
大
学
で
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
も
う
と
、
各
校
友
会
の
幹
事

長
を
中
心
に
企
画
を
練
っ
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

五
大
学
の
交
流
を
復
活
し
、
協

力
し
な
が
ら
会
員
増
強
を
図
る
た

め
、
担
当
幹
事
を
置
き
、
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
開
設 

 

幹
事
会
を
、
多
く
の
校
友
が
集
え

る
場
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
、
オ
レ

ン
ジ
サ
ロ
ン
と
改
称
し
て
、
役
員
以
外

の
会
員
の
参
加
を
し
や
す
く
し
、
議

論
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。 

会
員
拡
大 

（
女
子
会
員
も
拡
大
） 

法
政
大
学
の
男
女
比
率
は
、
今
年

５
月
１
日
現
在
の
数
値
で
、
全
学
部

生
２
９
，
７
５
３
人
の
う
ち
学
生
部

の
１
２
，
４
４
４
人
が
女
性
で
、
４

１
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

川
越
法
友
会
の
活
動
参
加
者
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
男
性
で
占
め
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
本
会
で
取
り

組
む
諸
事
業
に
つ
い
て
、
女
性
の
参

加
し
や
す
い
仕
組
み
、
企
画
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
々
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

性
別
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
考
え
が

あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
的
に
は
男
女

に
限
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
多
様
性
を
尊

重
し
、
多
く
の
方
が
集
う
組
織
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す 

 



真
行
寺
を
訪
ね
て
（
そ
の
５
） 

清
月
尼
と
次
郎
靖
清
と
茂
平
の 

三
人
は
向
学
寺
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
寺
に
は
松
栄
禅
尼
と
い

う
方
が
お
り
、
こ
の
方
は
八
重
姫
こ

と
真
行
尼
が
本
願
寺
に
い
る
間
、
何

か
と
面
倒
を
み
て
く
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
寺
に
一
泊
や
っ
か
い
に
な

り
、
こ
こ
で
靖
清
は
得
度
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
出
家
す
れ
ば
関
所
で

の
詮
議
は
緩
く
な
る
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
次
郎
靖
清
は
善
西
坊

と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
松
栄
禅
尼
か
ら
八
王
子
の
心

源
院
を
訪
ね
る
こ
と
を
す
す
め
ら
れ

ま
し
た
。
心
源
院
に
は
、
こ
の
向
学

寺
で
修
行
を
な
さ
れ
た
卜
山
禅
師

と
い
う
和
尚
が
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ

り
ま
す
。 

心
源
院
に
は
、
信
玄
公
の
息
女
、

つ
ま
り
勝
頼
公
の
妹
に
あ
た
る
松
姫

様
を
匿
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

勝
頼
は
諏
訪
御
前
が
生
ん
だ
も
の
で

あ
る
が
松
姫
と
す
ぐ
上
の
兄
、
盛 

信
は
湯
川
氏
の
女
が
生
ん
だ
も
の

で
あ
り
ま
す
。
善
西
坊
法
師
は
真
松

尼
と
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
親
し
く
語
り
合
え
る
ほ
ど
の
い
と

ま
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
叔
母
と

甥
と
し
て
の
名
乗
り
を
す
ま
せ
て
か

ら
後
は
時
候
の
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ

た
だ
け
で
あ
り
ま
す
。 

善
西
坊
法
師
、
清
月
尼
そ
れ
に

茂
平
が
下
思
方
村
の
心
源
院
を
発
っ

て
川
越
に
向
か
っ
た
の
は
天
正
十
年

も
あ
と
二
日
で
終
わ
ろ
う
と
す
る
十

二
月
三
十
日
の
朝
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
途
中
、
二
本
木
村
ま
で
来
た

時
、
清
月
尼
が
足
の
筋
が
吊
れ
る
と

言
い
出
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
牛
車
に

乗
り
な
が
ら
扇
町
屋
の
宿
場
に
入

り
一
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
日
も

牛
方
の
牛
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
川
越

に
む
か
い
ま
し
た
。
川
越
に
着
い
た
の

は
午
後
二
時
近
く
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
真
行
法
尼
や
筆
頭
総
代
の
岩

崎
兵
庫
が
出
迎
え
ま
し
た
。
天
正
十

年
十
二
月
三
十
一
日
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。 

 

以
上
が
、
甲
斐
源
氏
の
末
裔
真

行
尼
物
語
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が

内
容
が
物
語
で
あ
る
の
で
会
話
の
部

分
が
出
て
き
ま
す
。
小
説
で
あ
り
ま

す
の
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
基
本
的
な
歴
史
的
事
実
は

押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
新
編
武
蔵
野

風
土
記
稿
や
寺
の
縁
起
に
一
致
し

て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

参
考
文
献
・
甲
斐
源
氏
の
末
裔
、

真
行
尼
物
語 

著
者
・
柳
内
賢
治
、

発
行
・
（
株
）
文
化
新
聞
社 

（
71
経
済 

吉
川
泰
夫
） 

 
 新

入
会
員
紹
介 

相
原
良
将
（

93
文
） 

 

相
原
良
將
と
申
し
ま
す
。 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
生
ま
れ

で
、
結
婚
を
機
に
川
越
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。
法
政
で
は
文
学

部
卒
で
す
が
、
色
ん
な
縁
が
あ

り
、
現
在
は
株
式
会
社
ス
チ
ー
ル

工
業
と
い
う
、
建
設
資
材
販
売
及

び
そ
の
工
事
業
を
す
る
会
社
を
営

ん
で
い
ま
す
。 

古
来
か
ら
ら
伝
わ
る
日
本
文
化

に
興
味
を
持
ち
つ
つ
、
酒
席
で
は

主
に
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
ま

す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

新
井
憲
一
（

75
経
営
） 

 

75

年
経
営
学
部
経
営
学
科
卒

の
新
井
憲
一
と
申
し
ま
す
。 

川
越
法
友
会
の
こ
と
は
、
川
越

ま
つ
り
の
際
に
幟
を
立
て
法
政
大

学
出
身
者
に
呼
び
掛
け
を
さ
れ
て



い
ま
す
の
で
、
川
越
に
法
友
会
の

組
織
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
ま
で
川
越
法
友
会
に

知
己
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
今
年
度
よ
り
加
入

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
私
は
川
越
生
ま
れ
の
川
越

育
ち
で
、
小
・
中
・
高
校
と
川
越

市
内
の
学
校
に
通
学
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
法
政
大
学
に
進
学
し
、

会
社
員
人
生
を
歩
み
始
め
る
ま
で

川
越
以
外
の
地
を
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
現
在
は
完
全
リ
タ
イ
ア

の
上
、
ゴ
ル
フ
以
外
に
大
し
て
趣

味
も
な
い
の
で
、
ゴ
ル
フ
仲
間
の

皆
さ
ん
以
外
に
は
お
付
き
合
い
の

方
が
少
な
い
で
す
の
で
、
皆
様
方

と
大
い
に
親
交
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

 

南
井
孝
樹
（

87
経
営
）  

南
井 

孝
樹(

ミ
ナ
ミ
イ 

タ
カ

キ)

と
申
し
ま
す
。
７
月
で

60
歳

に
な
り
ま
し
た
。
中
学
か
ら
大
学

ま
で
柔
道
だ
け
に
専
念
し
て
い
た

ほ
ぼ
柔
道
馬
鹿
で
す
。 

中
学
、
全
国
団
体
優
勝
。
高
校
、

全
国
団
体
準
優
勝
と
三
位
。 

大
学
で
は
１
年
に
全
日
本
学
生
体

重
別-

９
５ 

(

今
の-

１
０
０)

㎏

級
準
優
勝
、
２
年
に
ジ
ュ
ニ
ア
選

抜
東
京-

９
５
㎏
級
優
勝
し
た
の

で
す
が
、
大
学
３
年
に
交
通
事
故

で

1

年
入
院
し
柔
道
引
退
、
そ
の

後
は
学
生
柔
道
連
盟
に
て
裏
方
業

務
を
し
て
い
ま
し
た
。 

卒
業
後
は
生
命
保
険
会
社
に
３
５

年
勤
務
し
て
今
は
ビ
ル
管
理
の
会

社
に
勤
め
て
い
ま
す
。 

最
近
で
は
都
内
の
柔
道
連
盟
等
に

所
属
し
て
大
会
の
運
営
や
少
年
指

導
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

川
越
に
在
住
し
て
ま
だ
５
年
目
な

の
で
教
わ
る
事
ば
か
り
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
宜
し
く
ご
指
導
の
程
お

願
い
致
し
ま
す
。 

  

原
圭
司
（
93
社
会
） 

 

原
圭
司
と
申
し
ま
す
。 

川
越
市
立
霞
ケ
関
北
小 

→
 

 

法
政
一
中
・
高 

→
 

法
政
大
学 

５
歳
か
ら
川
越
在
住
で
、
広
告
制

作
会
社
勤
め
を
経
て
、
現
在
、
川

越
市
内
で
非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
原
料

を
取
扱
う
㈲
原
商
店
を
経
営
し
て

い
ま
す
。
好
き
な
こ
と 

→
 

家

族
と
食
事
す
る
、
馬
を
観
る
乗

る
、
音
楽
を
聴
く
、
楽
器
を
触

る
、
演
劇
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観

る
、
本
を
読
む
、
芝
生
の
手
入

れ
、
ゴ
ル
フ
は
た
ま
に
、
野
球
観

戦
、
楽
し
く
お
酒
を
飲
・
・
・
。

色
々
、
あ
り
ま
す
（
笑
） 

  

今

井

明

（

92

経

営

）

 

平
成
４
年
経
営
学
部
経
営
学
科

卒
業
と
な
り
ま
す
。
専
門
は
会
計

学
を
専
攻
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

卒
業
後
は
商
社
勤
務
５
年
の
後

、
会
社
を
退
職
し
何
故
か
司
法
書

士
を
め
ざ
し
平
成
１
２
年
に
合
格

し
ま
し
た
。 

 

現
在
は
川
越
市
新
富
町
に
て
事

務
所
を
構
え
て
お
り
ま
す
。 

主
な
業
務
は
相
続
、
動
産
決
済
、

会
社
実
務
、
訴
訟
等
裁
判
手
続

、 

成
年
後
見
業
務
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

埼
玉
県
校
友
会
新
体
制 

 

５
月

31
日
（
土
）
、
浦
和
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
で
、
埼
玉
県
校
友
会
令
和

７
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

高
田
会
長
が
続
投
し
、
新
副
会

長
と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
法
友
会
山

口
会
長
、
川
越
法
友
会
藤
田
会
長

新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 川

越
法
友
会
会
報 
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